
十
時
嚴
周
先
生
略
歴

一
九
二
七
年

一
月
五
日

大
阪
府
に
て
出
生

一
九
五
二
年

三
月

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
卒
業

一
九
五
五
年

三
月

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
五
五
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
副
手

一
九
五
八
年

三
月

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

一
九
五
八
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

一
九
五
八
年

八
月

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
訪
問
研
究
員
と
し
て
留
学
︵
一
九
五
九
年
七
月
�
︶

一
九
六
〇
年

九
月

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
六
六
年

三
月

社
会
学
博
士
︵
慶
應
義
塾
大
学
︶

一
九
六
六
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

一
九
六
七
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
を
兼
ね
る

一
九
六
七
年
一
〇
月

香
港
中
文
大
学
客
員
教
授
︵
一
九
六
九
年
五
月
�
︶

一
九
七
二
年

六
月

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
上
級
訪
問
研
究
員
︵
同
年
一
一
月
�
︶

一
九
七
三
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
委
員
を
兼
ね
る

一
九
七
八
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
委
員
を
兼
ね
る

一
九
七
九
年
一
〇
月

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
長
・
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
・
慶
應
義
塾
理
事
を
兼
ね
る
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︵
一
九
八
三
年
九
月
�
︶

一
九
八
四
年

四
月

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
燕
京
研
究
所
訪
問
教
授
︵
同
年
九
月
�
︶

一
九
八
五
～
九
五
年

国
際
交
流
基
金
北
京
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
協
力
委
員

一
九
八
六
年

五
月

慶
應
義
塾
評
議
員
を
兼
ね
る

一
九
八
八
年

四
月

サ
ン
パ
ウ
ロ
野
球
連
盟
委
員
︵
国
際
交
流
基
金
︶

一
九
八
八
年

九
月

在
北
京
・
日
本
学
研
究
中
心
︵
大
学
院
︶
訪
問
教
授
︵
同
年
一
一
月
�
︶

一
九
九
〇
年

三
月

パ
リ
国
立
政
治
学
院
訪
問
教
授
︵
同
年
七
月
�
︶

一
九
九
二
年

三
月

慶
應
義
塾
を
定
年
退
職

一
九
九
二
年

四
月

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授

二
〇
〇
九
年
一
一
月
六
日

逝
去
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十
時
嚴
周
先
生
主
要
著
作
目
録

著
書
︵
編
著
・
共
著
を
含
む
︶

﹃
産
業
人
類
学
序
説
│
工
業
化
と
文
化
変
容
│
﹄

世
界
書
院

一
九
六
六

﹃
ア
ジ
ア
の
工
業
化
と
伝
統
的
社
会
﹄︵
編
著
︶

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

一
九
七
四

﹃
地
球
社
会
へ
の
展
望
・
慶
應
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹄︵
共
著
︶

日
本
生
産
性
本
部

一
九
八
〇

﹃
大
都
市
圏
の
拡
大
と
地
域
変
動
│
神
奈
川
県
横
須
賀
市
の
事
例
│
﹄︵
編
著
︶

慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書
四
七
︑
慶
應
通
信

一
九
八
九

﹃
リ
ー
デ
イ
ン
グ
ス

日
本
の
社
会
学
﹄︵
全
二
〇
巻
︶︵
企
画
委
員
︶

︹
企
画
委
員
︺
上
子
武
次
・
北
川
隆
吉
・
斎
藤
吉
雄
・
作
田
啓
一
・
鈴
木
広
・
高
橋
徹
・
十
時
嚴
周

東
京
大
学
出
版
会

一
九
八
五
～
一
九
九
七

訳
書

ジ
ョ
ン
・
ギ
リ
ン
編
著
﹃
人
間
科
学
の
展
開
│
社
会
学
︑
心
理
学
︑
人
類
学
の
交
流
に
よ
る
│
﹄

武
田
良
三
・
米
山
桂
三
監
修
︑
十
時
嚴
周
・
秋
元
律
郎
・
他
共
訳
︑
早
稲
田
大
学
出
版
部

一
九
六
一

︵
F
or
a
Science
of
Social
M
an:
convergences
in
anthropology,
psychology,
sociology,
J.
G
illin
et
al.,
M
acm
illan,

U
.S.A
.,1954
︶
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Ａ
・
ホ
ワ
イ
ト
ヒ
ル
他
著
﹃
経
営
と
人
間
関
係
│
ケ
ー
ス
・
ブ
ッ
ク
│
﹄

米
山
桂
三
監
修
︑
慶
應
義
塾
大
学
産
業
研
究
会
訳
︑
パ
ト
リ
ア
書
店

一
九
六
〇

︵
C
ases
on
H
um
an
R
elations
in
M
anagem
ent,
A
.M
.W
hitehill
Jr.,et
al.,M
cG
row
-H
ill,U
.S.A
.,1958︶

モ
ノ
グ
ラ
フ

“A
nalytical
Study
in
K
ujukuriham
a
R
esearch”,
in
K
U
JU
K
U
R
IH
A
M
A
:
Study
of
F
ishing
C
om
m
unity
in
Japan,

K
ujukuri
R
esearch
C
om
m
ittee
B
ased
on
R
ockfeller
F
und,K
eio
U
niversity,1958.

論
文

一

﹁
社
会
諸
科
学
の
統
合
研
究
に
つ
い
て
│

Julian
H
.Stew
ard
の
理
論
に
関
す
る
若
干
の
考
察
│
﹂

法
学
研
究
三
〇
巻
二
号

一
九
五
七

二

﹁
文
化
人
類
学
に
お
け
る
比
較
研
究
の
方
法
に
つ
い
て
│
文
化
人
類
学
と
社
会
学
の
交
流
に
関
す
る
若
干
の
考
察
│
﹂

法
学
研
究
三
〇
巻
一
〇
号

一
九
五
七

三

﹁
応
用
人
類
学
の
一
断
面
│
産
業
研
究
に
お
け
る
応
用
人
類
学
的
視
点
に
つ
い
て
│
﹂

社
会
学
評
論
八
巻
一
号
︑
日
本
社
会
学
会

一
九
五
七

四

﹁
産
業
社
会
学
に
お
け
る
概
念
図
式
に
つ
い
て
│
産
業
社
会
学
方
法
論
に
関
す
る
若
干
の
考
察
│
﹂

慶
應
義
塾
大
学
創
立
百
年
記
念
論
文
集
第
二
部
政
治
学
関
係
︑
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部

一
九
五
八

五

﹁
産
業
人
類
学
︵
Industrial
A
nthropology
︶
の
構
成
に
つ
い
て
│
産
業
の
応
用
人
類
学
を
め
ぐ
る
問
題
│
﹂

社
会
人
類
学
三
巻
一
号
︑
社
会
人
類
学
研
究
会

一
九
六
〇

六

“T
he
C
ase
M
ethod
and
the
Science
ofH
um
an
R
elations”︵
in
E
nglish
︶

法
学
研
究
三
三
巻
八
号

一
九
六
〇

七

﹁
ア
ク
シ
ョ
ン
・
ア
ン
ソ
ロ
ポ
ロ
ジ
ス
ト
﹂

三
色
旗
一
五
七
号
︑
慶
應
義
塾
大
学
通
信
教
育
部

一
九
六
一
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八

﹁
文
化
人
類
学
の
応
用
に
つ
い
て
│
文
化
人
類
学
に
お
け
る
研
究
領
域
の
拡
大
に
関
す
る
若
干
の
考
察
│
﹂

法
学
研
究
三
五
巻
二
号

一
九
六
二

九

﹁
工
業
化
過
程
に
お
け
る
文
化
動
態
に
つ
い
て
│
日
本
工
業
化
過
程
に
関
す
る
一
試
論
│
﹂

法
学
研
究
三
六
巻
四
号

一
九
六
三

一
〇

﹁
法
律
学
に
与
え
る
│
文
化
人
類
学
の
立
場
か
ら
│
﹂

綜
合
法
学
六
巻
七
号
︑
綜
合
法
学
刊
行
会

一
九
六
三

一
一

﹁
﹃
近
代
化
﹄
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
﹂

三
色
旗
一
九
一
号
︑
慶
應
義
塾
大
学
通
信
教
育
部

一
九
六
四

一
二

﹁
社
会
意
識
と
経
営
者
意
識
│
経
営
組
織
に
お
け
る
人
間
観
の
問
題
│
﹂

労
務
管
理
一
四
四
号
︑
労
務
管
理
研
究
会

一
九
六
四

一
三

﹁
近
代
化
の
諸
過
程
に
つ
い
て
│
近
代
化
に
関
す
る
通
文
化
的
研
究
の
た
め
の
作
業
仮
説
│
﹂法
学
研
究
三
七
巻
七
号

一
九
六
四

一
四

﹁
社
会
変
動
と
近
代
化
│
近
代
化
論
の
た
め
の
基
準
点
の
設
定
│
﹂

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
紀
要
四
号
︑
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科

一
九
六
六

一
五

﹁
文
化
人
類
学
に
お
け
る
国
民
性
研
究
の
現
状
と
問
題
点
﹂

米
山
桂
三
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
﹃
日
本
社
会
と
近
代
化
﹄︑
慶
應
通
信

一
九
六
七

一
六

“C
ultural
D
ifferences:H
ow
M
uch
of
a
P
roblem
”,︵
w
orking
paper︶,A
IE
SE
C
:P
roceedings,W
orld
C
onference;

International
T
ransfer
of
M
anagem
ent
Skill,1969.

一
七

“Industrialization
and
its
E
ffects
on
Japanese
Society”,P
R
O
SP
E
C
T
5
︵
T
he
JournalofA
IE
SE
C
International︶,

Spring/1970,N
etherlands.

一
八

“M
anagem
ent
E
ducation
in
Japan:Som
e
C
ultural
C
haracteristic
of
the
H
istorical
D
evelopm
ent”,B
U
SIN
E
SS

M
A
N
A
G
E
M
E
N
T
︵
Journal
for
efficiency
︶,1970,India.

一
九

﹁
経
済
発
展
に
関
連
す
る
非
経
済
的
要
因
に
つ
い
て
│
経
済
人
類
学
と
経
済
発
展
の
社
会
理
論
に
関
す
る
若
干
の
考
察
﹂

法
学
研
究
四
五
巻
三
号

一
九
七
二

二
〇

“P
ostw
ar
Japanese
society
in
T
ransition:
Industrialization
and
C
ultural
C
hange”,
K
E
IO
JO
U
R
N
A
L
O
F

P
O
L
IT
IC
S,
V
ol.1,N
o.1,1974.
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二
一

﹁
社
会
変
動
と
経
済
協
力
│
発
展
途
上
国
の
工
業
化
と
社
会
変
動
│
﹂

法
学
研
究
四
八
巻
一
一
号

一
九
七
五

二
二

﹁
工
業
化
へ
の
﹃
適
合
と
抵
抗
﹄
﹂

国
際
開
発
ジ
ャ
ー
ナ
ル
九
巻
一
八
号
︑
国
際
開
発
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社

一
九
七
五

二
三

﹁
文
化
交
流
に
お
け
る
知
識
人
の
役
割
﹂︑﹃
東
南
ア
ジ
ア
と
の
対
話
│
文
化
交
流
を
め
ぐ
っ
て
│
﹄︵
基
金
叢
書
①
︶

国
際
交
流
基
金

一
九
七
七

︵
“T
he
R
ole
of
Intellectuals
in
C
ultural
E
xchange”,D
IA
L
O
G
U
E
:
SO
U
T
H
E
A
ST
A
SIA
and
JA
P
A
N
―
sym
posi-

um
on
cultural
exchange―
,
T
he
Japan
F
oundation,1977︶

二
四

﹁
組
織
現
象
と
国
際
比
較
│
マ
ク
ロ
組
織
論
の
構
想
│
﹂

組
織
科
学
一
一
巻
一
号
︑
組
織
学
会

一
九
七
七

二
五

﹁
文
化
交
流
と
地
域
圏
研
究
﹂︑
﹃
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
と
の
対
話
│
文
化
交
流
を
め
ぐ
っ
て
│
﹄︵
基
金
叢
書
④
︶

国
際
交
流
基
金

一
九
七
九

︵
“E
l
intercam
bio
cultural
y
los
estudios
por
areas”,
D
IA
L
O
G
O
:
A
M
E
R
IC
A
L
A
T
IN
A
Y
JA
P
O
N
―
sym
posio

sobre
intercam
bio
cultural―
,
T
he
Japan
F
oundation,1979︶

二
六

﹁
地
域
社
会
研
究
と
地
域
分
析
の
方
法
│
﹃
横
須
賀
研
究
﹄
の
た
め
の
方
法
論
的
検
討
│
﹂

二
藤
尊
夫
共
著
︑
法
学
研
究
五
二
巻
一
二
号

一
九
七
九

二
七

﹁
神
奈
川
県
の
地
域
構
成

│
﹃
横
須
賀
研
究
﹄
の
た
め
の
地
域
分
析
│
﹂柄
澤
行
雄
共
著
︑
法
学
研
究
五
三
巻
一
号

一
九
八
〇

(上)

二
八

﹁
神
奈
川
県
の
地
域
構
成

│
﹃
横
須
賀
研
究
﹄
の
た
め
の
地
域
分
析
│
﹂柄
澤
行
雄
共
著
︑
法
学
研
究
五
三
巻
二
号

一
九
八
〇

(下)

二
九

﹁
横
須
賀
の
地
域
構
成
│
﹃
横
須
賀
研
究
﹄
の
た
め
の
地
域
分
析
│
﹂

田
中
重
好
共
著
︑
法
学
研
究
五
三
巻
三
号

一
九
八
〇

三
〇

﹁
地
域
社
会
研
究
の
理
論
的
再
検
討
│
横
須
賀
・
地
域
分
析
の
再
考
│
﹂

二
藤
尊
夫
・
田
中
重
好
・
柄
澤
行
雄
共
著
︑
法
学
研
究
五
三
巻
九
号

一
九
八
〇

三
一

﹁
工
業
主
義
文
明
の
伝
播
と
地
球
社
会
化
状
況
﹂︑﹃
地
球
社
会
へ
の
展
望
・
慶
應
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹄

日
本
生
産
性
本
部

一
九
八
〇
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